
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

モデル地区における災害イメージの固定化への対応方策の検討 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本資料における防災マップの試作結果は、ハザードマップのあり方に関する検討のための例であり、実際の高潮・  

津波対策に用いられる防災マップではない。  
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最大浸水深表示による高潮防災マップ（仮称）の試作例 
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浸水到達時間表示による高潮防災マップ（仮称）の試作例 
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 ：破堤箇所

240分後120分後60分後

30分後20分後10分後5分後

複数ケースの結果を表示することによっ

て災害イメージの固定化を防ぐ

インターネット等で公開する場合は、動画の活用のみでなく、
自宅から避難所までの避難シミュレーションを可能にするなど、

興味をもちやすいよう工夫する必要がある。

芦刈町高潮防災マップ

詳細情報
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